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開設当初は、児童発達支援管理責任者の計画に沿って行うことが多
かったが、現在では全職員で当番制に行い様々な目線での活動の立
案、計画、実行が出来ている。土曜日や長期休暇の長時間の活動は
社長も内容を確認助言している。

令和７年度　　自己評価表の公表
放課後等デイサービス　グローリーⅡ

チェック項目 取組状況・改善目標

環
境
・
体
制
整
備

利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で
適切であるか

充分なスペースである。１０３号室（単位②）は１０１に比べ半分である
が、活動に応じてレイアウトが変更できる。　現在、人員の都合で101に
定員20名で実施中。その反動で、狭く感じる場合もある。

指導員の配置数は適切であるか

基準上配置すべき人数の他、無資格未経験者の採用も積極的に行っているこ
とから、可能な限り下校時間の変更にも対応できるように努めている。しかし子
育てや家庭の事情等と仕事の両立で急遽休みになることもあり、より手厚い人
員を確保したいところで、今年度は有料の人材紹介も活用しているが、なかな
か求人応募がない状況。また、無資格者が資格を取ると退職し、他事業所に
再就職している傾向も多い。定着に向け、賃金改定も行った。

常時見守り等が必要な子どもが利用する場合
には通常より多い指導員配置がなされている
か

１名多く配置しても、対象児が２名、３名いることも多く、また１名に２人対応が
必要となる場合もあり、人員の不足を感じることが多い。

指導訓練室内は個々の子どもの状態に配慮し
た環境整備が行われているか

１０１号室に２０名定員で実施しているが、スペースがあるので工夫して
十分対応できている。

事業所内の安全対策及び衛生管理は適切に
なされているか

衛生管理については問題ない。安全対策については日々の清掃時な
どに破損や故障等の確認を行いながら、報告する。

業
務
改
善

業務改善を進める為のＰＤＣＡサイクルに、広く
職員が参画しているか

利用者の月間評価を職員全員で行い、ヒヤリハットが起きた場合は即
日会議を開くなど努めている。　また、困難事例は顧問精神科医ととも
に、事例検討会（月１回）や模擬カンファレスを行っている。

保護者向け評価表、アンケートなどを利用して
保護者の意向等を把握し、業務改善につなげ
ているか

評価表に基準以外に目的や満足度、その他の項目を追加して実施し
ている。匿名での提出にこだわり、郵送での依頼、返信用封筒での回
答をお願いしているので回答率が低いのは課題。

この自己評価の結果を、ホームページ等で公
開しているか

公表している。過去の分も閲覧できるように、公表用のページを作成し
ている。

第三者による外部評価を行い、評価結果を業
務改善につなげているか

第三者評価委員でないが、同業者・行政・議員・金融機関等多くの方の
訪問や面接においてご意見をいただいている。第三者評価機関による
外部評価は現時点で実施する予定はない。

職員の資質向上のため、研修の機会を確保し
ているか

県や市、関係団体からの研修案内には法人内から積極的に参加し、全
体会議時に報告を行っており、入社後３年～５年間は受講する研修科
目はある程度共通認識されている。内部研修も月に１回実施している。

適
切
な
支
援
の
提
供

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、個別
支援計画を作成しているか

問い合わせ、見学、アセスメント、計画案の提示から契約と丁寧に対応
できている。また年２回の面談も必ず実施しており、担当者会議等を含
め相談員や学校とも意見交換しながら作成ができている。

子どもの状態と支援に対しての進捗を把握す
るために、統一したアセスメントツールを継続
的に使用しているか

行っている。また、月一回の全体会議には報告を上げ共有している。

活動プラグラムの立案を必要に応じてチームも
しくは複数名の職員で行っているか

子どもが楽しんでプログラムに取り組めるよう
工夫しているか

日替わり対応で行っているが、全利用者を対象に考えるあまり、高学
年には物足りない日がある。さらなる工夫が必要。
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朝礼的なものはないが、１週間分のスケジュールを事前配布しながら、
変更分は日報で共有。緊急や重要案件は、WowTalk（会社契約のアプ
リ）で一斉連絡で対応している。

利用者１人１人の記録は毎日作成し、特記事項は日報に記載する等全
職員で共有できるようにしている。

適
切
な
支
援
の
提
供

支援終了後職員間で必ず打合せをし、その日
行われた支援の振り返りを行い、気づいた点
等を共有しているか

送迎終了後に、気づきがあればその際に共有したり、翌日の変更等も
共有して退社している。緊急や重要案件利用前・利用中・利用後と、
WowTalkで一斉連絡で対応している。

日々の支援に関して正しく記録をとることを徹
底し、支援の検証・改善につなげているか

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせているか

個別活動と集団活動（グローリータイム）を時間配分し、日々組み合わ
せている。ただし、個別活動については宿題がある人は宿題を見ること
が多くなっていて、高学年の平日は個別活動の時間が少ない。

支援開始前に職員間で必ず打合せをし、その
日の支援内容や役割分担を確認いているか

定期的にモニタリングを行い、個別支援計画の
見直しの必要性を判断しているか

事業所内では４月（面談３月）と１０月（面談９月）行い、相談支援専門
員主催の担当者会議やﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ、学校主催の会議等でも状況を確認
し、見直しを行っている。

ガイドライン総則の基本活動を複数組み合わ
せて支援を行っているか

５領域を盛り込んだ支援計画と活動内容で実施できるよう努めている。

保護者の子どもへの対応力の向上を図る観点
から、家庭での対応方法などについて助言等
の支援を行っているか

保護者の方からご相談があれば必ず事業所内や法人内で検討した上
で、アドバイスをしている。ただ保護者が相談しにくかったりする場合も
あると思うので、今後は保護者会のようなものも導入していきたい。

送迎時の引継ぎの際や、連絡帳を通じての情報の共有を日々行いつ
つ、必要に応じて電話や面談を実施している

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

相談支援事業所の担当者会議にその子どもの
状況に精通した最も相応しい者が参画してい
るか

原則、児童発達支援管理責任者が参加で対応してきたが、出産などを
きっかけに、主任や普段身近にいる児童指導員も参加するようになっ
た。

学校との情報共有（行事予定、下校時刻）連絡
調整（送迎時の対等等）を適切に行っているか

学校情報は保護者を通じて保護者との間で行っている（学校から配付
されたプリント類など）。学校に送迎にうかがった時に変更内容を家訓
したり、学校長の許可を得ているところは、保護者向け一斉メールを受
信できるように手続きを行い、情報共有を図っている。

就学前に利用していた保育所や幼稚園、児童
発達支援事業所等との間で情報共有と相互理
解に努めているか

直接訪問の経験はないが、担当者会議や相談員や保護者を通じての
情報共有に努めており、保育園の先生が当事業所に足を運んでいた
だいたことはあった。

学校卒業後に障害福祉サービス事業所等へ
移行する場合、それまでの支援内容等の情報
を提供するなどしているか

担当者会議の際に、情報共有を行い、必要に応じて保護者の同意の
上後日電話等でも質問を受け付けれるようにしている
また、実習の時から実習先へ訪問し、作業等の手順（スケジュールの
伝え方等）等を実践したこともある。

専門機関と連携し、助言や研修を受けている
か

利用者によっては必要な助言を受けている。ご案内を頂ければ研修に
も参加している。　臨床心理士と顧問契約を結び、困難事例が出た場
合にその障害特性などをすぐに助言してもらえる状況を確保している。

放課後児童クラブや児童館との交流や、障害
のない子どもとと活動する機会があるか

「交流会」という名目での実施はないが、長期休暇で公共交通機関や
商業施設、キャンプ場等に伺い、社会性を身につける機会を設けてい
る。「田植え・稲刈り体験」「餅つき大会」に、利用児童のきょうだい児
や、関係のある団体等のおこさんの参加を呼び掛けて機会を作ってい
る。

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの発達の状況や課題について共通理解
をもっているか

保護者の子どもへの対応力の向上を図る観点
から、保護者に対してペアレントトレーニング等
の支援に関する情報提供を行っているか

必要に応じてペアレントトレーニングの講習の情報提供は行っいる。肩
苦しくペアレントトレーニングとは言わないが、対応法の実績報告や助
言を行う。県や市から保護者向けの情報の案内を頂いた場合には基
本的にそのまま情報は提供している。
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保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

運営規程、支援の内容、利用者負担額等につ
いて丁寧な説明を行っているか

利用契約の締結時には、利用規約、運営規程、支援の指針と具体的
な内容、利用者負担額や上限額管理の仕組みと利用方法、パンフレッ
トなどを用いた具体的な利用方法まで丁寧に説明を行っている。

保護者からの子育ての悩み等に対する相談に
適切に応じ、必要な助言と支援をおこなってい
るか

ご相談頂ければ全て真摯に対応している。担当者一人では適切な助
言が出来ない場合は、事業所や法人として適切な回答を模索した上で
アドバイスをお返しいている。困難事例や特段事項の場合は、社長か
ら対応内容について全事業所にWowTalkで情報提供や指示が入る。

保護者会等を開催する等により、保護者同士
の連携を支援しているか

毎年、夏休み最後に家族懇親会を実施している。また、農業体験やもちつきな
ども家族参加型にし、保護者同士の「連携」「協力」という意識は少しずつ出て
きて、家族参加型の日には、保護者にも役割をもって協力し合いながら安全に
活動ができている。

子どもや保護者からの苦情について、対応の
体制を整備するとともに、子どもや保護者に周
知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対
応しているか

迅速かつ適切を旨として苦情対応や問い合わせへの対応にあたって
いる。

個人情報に十分注意しているか

個人情報が記載されている文書は鍵付きのロッカーで保管し、それら
文書の廃棄にはシュレッターを使うなど、個人情報の取扱には注意し
ている。活動記録の写真については、社用カメラ、携帯のみで撮影を行
いＳＮＳは利用せず、広報誌などには事前に掲載の同意の有無を確認
して発行している。

障害のある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしているか

配慮しているが、情報伝達が受身になっている点は否めないと思う。利
用頻度が少なく、保護者からの情報発信がない場合は、相談支援専門
員や学校の先生に協力を依頼している。
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非
常
時
等
の
対
応

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアルを策定し、職員や保護者に
周知しているか

相談室に掲示したり、ハザードマップ等は事務所に掲示。
特にコロナ渦の間は、状況に応じてその都度事業所としての対応方法
など随時通知を出していた。

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出
その他必要な訓練を行っているか

年２回避難訓練を行っている。また、非常食を食べる機会も設けてい
る。

ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有
しているか

ヒヤリハットや事故報告書は日報および別紙に記載し保管している。軽
微な事故をヒヤリハットと解釈する者もいるので、再度説明し、気を引き
締めたい。

虐待を防止する為、職員の研修機会を確保す
る等、適切な対応をしているか

外部研修にはかならず１名が参加し、伝達研修を行っている。そのよう
な事例を新聞などで見つけた場合は職員に注意喚起している。
今年度は、入社直後の社員が児童に強く当たる場面があり、即全体会
を開いて、適切な対応報を確認をとる機会がった。

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行う
のかについて、組織的に決定し、子どもや保護
者に事前に十分に説明し了解を得た上で、支
援計画に記載しているか

実際に該当する利用者はいないが、設問３８の時や、強度行動障害支
援者養成研修等で、必要になった場合の対応方法は把握している・ま
た今年度は、３日間かけての特別研修会のプログラムの中に虐待や身
体拘束などの時間も設けた。

アレルギーのある子どもについて、医師の指示
書に基づく対応がされているか

指示書、保護者の申告に基づいて対応している。職員での共有はもち
ろん、万が一に備え、キッチンに張り紙をして対応策を講じ強化してい
る。

そ
の
他

入社歴が浅い社員が多く、「先輩に習う」という機会が少なく来ている。１年目は実務者研修や強度行動障害を中心に、
障害についてや介護技術など学んでいただいているが、さらなる外部研修への参加にも力を入れ、障害児童分野の専
門性を高めていきたい。


